
　

吉
野
杉
は
日
本
の
三
大
美
林
の
一
つ
と
さ
れ
て

お
り
、
吉
野
地
域
は
日
本
の
代
表
的
な
林
業
地
帯

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
吉
野
林
業
は
ど
う

形
成
さ
れ
た
の
か
、
現
在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

吉
野
林
業
の
歴
史
と
現
状
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

一
、
吉
野
地
域
の
概
況

　

奈
良
県
の
う
ち
、
我
々
が
一
般
に
「
奈
良
」
と

し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
奈
良
盆
地
は
、
奈
良
県

の
ほ
ん
の
一
部
（
面
積
で
は
一
割
程
度
）
を
占
め

て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
県
の
南
部
に
は
広
大
な
森
林

地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
行
政
区
で

は
吉
野
郡
（
三
町
九
村
で
構
成
）
に
あ
た
り
、
吉

野
郡
の
面
積
は
奈
良
県
の
六
割
を
占
め
る
が
、
人

口
で
は
わ
ず
か
五
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
ず
、
現
在

も
過
疎
化
が
進
行
し
て
い
る
。
吉
野
地
域
は
山
岳

宗
教
の
修
行
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
急
峻
な
地
形
で
あ
る
。

そ
の
た
め
農
地
は
極
め
て
少
な
く
、
大
部
分
が
森

林
で
あ
り
（
林
野
率
は
九
〇
％
を
超
え
る
）、
こ
の

地
域
の
経
済
は
林
業
に
多
く
依
存
し
て
き
た
。

　

吉
野
地
域
（
吉
野
郡
）
は
、
吉
野
川
、
十
津
川
、

北
山
川
の
三
つ
の
水
系
に
分
か
れ
て
お
り
、
自
動

車
道
が
で
き
る
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
経
済
圏
も
異
な

っ
て
い
た
。
現
在
で
も
十
津
川
地
域
は
和
歌
山
県

の
新
宮
市
と
結
び
つ
き
が
深
い
。
こ
の
う
ち
「
吉

野
林
業
地
帯
」
と
は
、
広
義
に
は
こ
の
吉
野
郡
全

体
を
含
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
吉
野

川
流
域
の
川
上
村
、
黒
滝
村
、
東
吉
野
村
の
三
村

の
林
業
地
域
を
指
し
て
い
る
。

　

な
お
、
吉
野
地
域
は
都
に
近
く
か
つ
山
深
い
た

め
、
時
に
都
と
対
立
す
る
勢
力
の
拠
点
と
な
り
、

壬
申
の
乱
や
南
北
朝
の
時
代
に
歴
史
の
表
舞
台
に

登
場
し
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
が
本
陣
を
構
え
桜
で

有
名
な
吉
野
山
は
吉
野
地
域
の
ほ
ん
の
入
口
に
す

ぎ
な
い
。

　

二
、
吉
野
林
業
の
歴
史

　

吉
野
地
域
が
有
名
な
林
業
地
帯
と
な
っ
た
の
は
、

そ
の
立
地
条
件
と
歴
史
の
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
経
済
の
中
心
が
大
阪
（
大
坂
）、
京
都
で
あ
っ

た
時
代
に
、
吉
野
地
域
は
大
阪
に
近
い
と
い
う
立

地
条
件
の
た
め
に
木
材
供
給
地
と
し
て
早
く
か
ら

成
長
し
た
の
で
あ
る
。
吉
野
地
域
は
吉
野
川
（
和

歌
山
県
に
入
る
と
「
紀
ノ
川
」
と
呼
ば
れ
る
）
を

通
じ
て
和
歌
山
と
水
運
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
大

阪
ま
で
陸
路
を
経
な
い
で
木
材
を
運
べ
た
。
現
在

の
よ
う
に
道
路
や
ト
ラ
ッ
ク
が
発
達
し
て
い
な
い

時
代
に
は
、
こ
の
こ
と
が
非
常
に
大
き
な
意
味
を

も
っ
た
。

　

吉
野
地
域
が
木
材
供
給
地
と
し
て
発
達
し
た
き

っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
豊
臣
秀
吉
の
大
阪
城
築

城
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
後
、
酒
樽
用
の
樽

丸
や
箸
の
生
産
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
吉
野
地
域
で

は
江
戸
時
代
か
ら
商
人
に
よ
る
植
林
が
進
め
ら
れ
、

そ
の
蓄
積
が
今
日
の
吉
野
林
業
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
吉
野
地
域
が
日
本
林
業
に
と
っ
て
意
義

深
い
の
は
、
明
治
以
降
の
日
本
の
育
林
業
の
モ
デ

ル
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
期
に
吉
野
に
土

倉
庄
三
郎
と
い
う
人
物
（
大
山
林
地
主
）
が
現
れ
、

彼
の
指
示
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
吉
野
林
業

全
書
』
は
林
業
の
バ
イ
ブ
ル
と
し
て
読
ま
れ
、
吉

野
に
は
全
国
各
地
か
ら
視
察
が
相
次
い
だ
。
こ
う

し
た
こ
と
も
あ
り
、
吉
野
林
業
に
関
す
る
研
究
も

多
く
行
わ
れ
て
き
た
（
注
）。

　

三
、
吉
野
林
業
の
特
色

　

吉
野
林
業
は
次
の
様
な
点
で
日
本
の
他
の
林
業

地
帯
と
異
な
っ
て
い
る
。

　

ひ
と
つ
は
当
地
区
の
森
林
の
林
齢
が
古
い
と
い

現
地
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ

吉
野
林
業
地
帯　

―
そ
の
伝
統
と
現
在
―
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高
林
齢
高
材
価
だ
か
ら
こ
そ
成
り
立
つ
集
材
方
法

で
あ
る
（
現
在
の
全
国
の
平
均
材
価
（
ス
ギ
）
は

一�
当
た
り
一
万
九
千
円
）。

　

四
、
吉
野
林
業
が
直
面
す
る
問
題
と
展
望

　

日
本
の
育
林
業
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
吉
野
林
業

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
日
本
林
業
全
体
が
抱
え
る

困
難
と
同
じ
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

　

最
大
の
問
題
は
林
業
労
働
力
問
題
で
あ
る
。
例

え
ば
、
吉
野
林
業
地
帯
の
中
心
で
あ
る
川
上
村
で

み
る
と
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
一
〇
〇
〇
人
近
く

い
た
林
業
労
働
者
が
、
現
在
（
九
六
年
）
で
は
一

八
二
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の

う
ち
八
四
％
が
五
〇
歳
以
上
（
六
〇
歳
以
上
は
六

三
％
）
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
減
少
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
山
守
制
度
も
後
継
者
難
か
ら
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
。
森
林
組
合
で
は
、
こ
う
し
た

事
態
に
対
応
し
て
都
市
部
か
ら
若
い
人
を
募
集
し

て
林
業
労
働
者
の
確
保
を
行
お
う
と
し
た
が
、
結

局
定
着
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

吉
野
林
業
の
困
難
が
現
れ
た
も
の
と
し
て
象
徴

的
な
の
が
、
昨
年
秋
の
台
風
被
害
の
復
旧
の
遅
れ

で
あ
る
。
材
価
の
低
迷
の
た
め
、
倒
れ
た
木
材
を

片
づ
け
新
た
に
木
を
植
栽
す
る
意
欲
が
森
林
所
有

者
に
な
く
な
っ
て
お
り
、
被
害
地
の
復
旧
が
思
う

よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
だ
け
の
費
用
を
か

け
て
回
収
で
き
る
見
込
み
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
吉
野
林
業
地
帯
は
現
在
大
き
な

曲
が
り
角
に
き
て
お
り
、
今
後
も
日
本
の
代
表
的

な
林
業
地
帯
と
し
て
維
持
で
き
る
か
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
こ
れ
だ
け
の
蓄
積
の
あ
る
吉
野
林
業
地

帯
で
あ
り
、
銘
木
、
磨
丸
太
を
中
心
に
今
後
も
一

定
程
度
は
残
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
か
つ
て
の

よ
う
な
隆
盛
を
期
待
す
る
こ
と
は
も
は
や
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
。

　

吉
野
林
業
が
日
本
林
業
の
歴
史
の
な
か
で
果
た

し
た
役
割
は
こ
れ
か
ら
も
語
り
継
が
れ
る
で
あ
ろ

う
し
、
優
れ
た
技
術
に
支
え
ら
れ
た
「
吉
野
」
ブ

ラ
ン
ド
は
今
後
も
生
き
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
の
吉
野
林
業
の
伝
統
を
守
っ
て
い
く
た
め

に
は
、
そ
の
技
術
を
受
け
継
ぐ
林
業
労
働
力
の
確

保
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
注
）
戦
後
の
吉
野
林
業
に
関
す
る
研
究
の
主
な
も

の
を
あ
げ
る
と
、
宇
野
弘
蔵
監
修
、
東
大
社
会
科
学

研
究
所
編
『
林
業
経
営
と
林
業
労
働
』（
一
九
五
四
、

大
内
力
に
よ
る
実
態
調
査
あ
り
）、
京
大
林
業
問
題
研

究
会
編
『
林
業
地
帯
』（
一
九
五
六
）
を
始
め
と
し
て
、

笠
井
恭
悦
『
林
野
制
度
の
発
展
と
山
村
経
済
』（
一
九

六
四
）、
野
村
勇
編
著
『
資
本
主
義
的
林
業
経
営
の
成

立
過
程
』（
一
九
六
六
）、
半
田
良
一
編
著
『
日
本
の

林
業
問
題
―
紀
伊
半
島
に
お
け
る
林
業
の
展
開
構
造

―
』（
一
九
七
九
）
等
が
あ
り
、
他
の
林
業
地
帯
と
比

べ
て
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
吉
野
林
業
地
帯
は
林

業
経
済
学
者
の
恰
好
の
研
究
対
象
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
最
近
も
、
地
理
学
者
藤
田
佳
久
氏
に
よ
り
『
日

本
・
育
林
業
地
域
形
成
論
』、『
吉
野
林
業
地
帯
』
が

書
か
れ
た
が
、
林
業
経
済
学
者
に
よ
る
本
格
的
調
査

は
近
年
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
清
水
徹
朗
）

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
野
林
業
地
帯
の
歴
史

の
古
さ
の
た
め
で
あ
り
、
吉
野
材
の
平
均
価
格
は

他
の
地
域
よ
り
は
る
か
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
山
林
の
所
有
形
態
、
経
営
形
態
に
も
大

き
な
特
色
が
あ
る
。
吉
野
地
域
で
植
林
を
行
っ
た

の
は
当
時
資
力
の
あ
っ
た
奈
良
盆
地
等
の
商
人
で

あ
り
、
現
在
で
も
不
在
村
地
主
が
多
い
。
そ
の
た

め
、
吉
野
で
は
地
元
の
有
力
者
に
山
の
管
理
を
依

頼
す
る
「
山
守
」
と
い
う
独
特
の
制
度
が
生
ま
れ

た
。
所
有
と
経
営
の
分
離
と
い
う
こ
と
が
で
き
、

山
守
は
山
主
か
ら
委
託
を
受
け
て
労
働
者
を
雇
い

山
林
の
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
山
主
―
山
守
―
林

業
労
働
者
と
い
う
三
重
構
造
が
形
成
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
構
造
の
た
め
も
あ
り
、
吉
野
地
域
で

は
戦
後
ま
も
な
く
全
国
で
初
め
て
山
林
労
働
組
合

が
結
成
さ
れ
た
。
こ
の
組
合
は
林
業
労
働
者
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
団
体
協
約
を
締
結
し
て
お
り
、

吉
野
林
業
地
域
の
林
業
労
働
賃
金
は
全
国
平
均
よ

り
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

吉
野
地
域
で
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
集
材
が
普

及
し
て
い
る
。
普
通
、
木
材
の
搬
出
は
ワ
イ
ヤ
ー

を
使
っ
て
林
道
ま
で
運
び
、
そ
こ
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

で
市
場
ま
で
出
す
が
、
吉
野
地
域
の
地
形
は
急
峻

で
あ
り
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
の
ほ
う
が
労
働
災

害
が
少
な
い
等
の
理
由
で
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
に
な
っ
て
い
る
。
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
集
材
の
コ
ス
ト
は
一�
あ
た
り
二
万
四
千

円
程
度
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
材
価
で
な
い
と
採

算
に
乗
ら
な
い
。
結
局
、
そ
の
コ
ス
ト
に
見
合
う

材
の
み
出
材
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
お
り
、


